
In April 2022, Osaka City University and Osaka Prefecture University marge to Osaka Metropolitan University 

Osaka Metropolitan University 
 

 

Title やおい論についての批判的考察と今日的課題 
Author 石川, 優 
Citation 人文研究. 60 巻, p.221-236. 

Issue Date 2009-03 
ISSN 0491-3329 
Type Departmental Bulletin Paper 

Textversion Publisher 
Publisher 大阪市立大学大学院文学研究科 

Description 
山野正彦教授 : 中島廣子教授 : ピエール・ラヴェル教授退

任記念号 
 

Placed on: Osaka City University Repository 



人文研究大阪市立大学大学院文学研究科紀要

第60巻2009年３月221頁-236頁

研究鶏丈

やおい論についての批判的考察と今日的課題

石川優

〈１１本における女性作肴と女ﾔ|銃打による男性間の恋愛／性愛を主題とした作品群、およ

びそれらを読み、１０ｆ／描く行為を含む表現活動の総体〉としてのやおいは、1970年代以降

多様なひろがりをもつサブカルチャーを形成し、世界的にも注｢1を集めている。８０年代末

から31征にいたるまでやおいに|１０する研究は着爽に薪概されつつある一方で、やおいの多義

性ゆえに、先行研究の批判的検iiiIという学術研究におけるﾊﾋﾞ礎作堆は光分になされていると

はいい難い。そこで本稿では、Ｒい}(将性という点から先行するやおい論について検証し、相

互の位li'(関係について把捉することを目的とする。この作兆を皿じて、やおい論が全体とし

て家父災的社会構造や女性の1ｉ体の'１１１題と'10連づけて腱閲されてきたことをIﾘjらかにすると

ともに、今I]的課題として同性愛表現をめぐるやおいの表象蕊ﾉjの問題とやおいの当り1粁で

ある女性たちにおけるく批評の１１１絶〉という身ぶりがｲＭ;することを指摘する。

1．序論

く女性作者と女性読者による男性間の恋愛／性愛を主題とした作品、およびそれらを読み、

書／描く行為を含む表現活動の総体〉としてのやおいは、1970年代以降の日本において多様な

ひろがりをもつサプカルチャーを形成している。現在やおいは、マンガ、小説、アニメ、ゲー

ム、ドラマＣＤなどの形式をとり、商業誌や同人誌、インターネットなどのメディアで展開され、

日本だけでなく海外からも注目を集める。

やおいに|則する評論や学術論文が本格的に登場するのは80年代末以降である１１。〈なぜ女性

が男性同士の恋愛／性愛に熱狂するのか>、〈女性にとってやおいとは何であるのか〉などの問

題構成に基づく研究は、現在にいたるまで論実に蓄積されつつあるといえる。しかし、その一

方で、先行研究の整理および批判的検討という学術研究における基礎作業は充分になされてい

るとはいい難い。その理由のひとつとして、〈やおい〉に対するコンセンサスが形成されてい

ない点が挙げられる。やおいとはくジャンル名〉なのかく女性の嗜好の一種〉なのかく社会現

象〉なのか。満口は「ヤオイという名称で具体的にどの範洲の作品を指し示すのかの定義がな

されないまま、論者によって、または同一の論者でも文脈によって揺れている」と指摘してい

る〔溝口2003：２７〕・やおいに関する商説は、このようなく揺れ〉を抱えたまま社会学や文学
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